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｢蕾窪の虫」事件とは何か1

(11 「常世の虫」事件 ;■, ゞ ノ

西暦645年の大化の改新ば､｣蘇我氏の専横巻阻正，した歴史的大事件であったが、

それまでの至近数年脚二ぱ議動期め予兆とも聯うぺきいぐつかの重大事象が起
きている。天地の異変、百済の内乱などにはじまって、蘇我氏の専制支配をピー

クにした礁芙党篁字の自殺が643年であり前年644年にI菫鋪通左新婁宗教
「常世の虫」騒動が起っている。 〆ェ ■ 、‘ 』 ､:． ； 、
日本書紀巻第二十四、皇極天皇三年の項に、 その記録があるOfi: x ：

「秋宅育に､.董菌あポ蓋蒲の霊あ人夫笙蔀蓼､墨祭ることを村里の人に勧めて
日はく、 『謎は澪遥の神なり。此の神差祭る薯は､富鰐を薮す』といふ。遼鎮
等､蓬虐詳きて、蒜藷に議せて日はく、 『常世の神を祭らば､貧しき人は富を致

し、老いたる人は霊りて夢ゆ』といふ。是に由りて､塗茄萄あて､民の財宝を捨て

しめ、酒を蔭ね、菜.六畜を路の側に陳ねて、鐸はしめて日はく． 『薪しき蕾叉
むく名のけもの ほとり つら

乗れり』といふ。蔀蔀あ人常世の録を取りて、篝産に置きて､歌ひ鱈ひて､謹稽達
求めて蓬財を棄嘉つ｡蔀て蓋す所無くして､積噌ゆるこ鰯ぞ葦乞｡是に､篝
誇壺雲薑荷隙つ民の惑はさるるを憲みて、大生部多を打つ。其の巫硯等､恐りて

かむなざら おそ

勧め祭ることを泳む｡時の人､曾演ち歌を作りて日はく

芙雲は神とも神と聞え来る常世の神を
打ち蕊ますも

だちぱな な

此の墨は、常に橘の樹に生る。或は鬘諏に生る。其の長さ四寸餘、其の大きさ

霞稽詳:其の琶嘉にして有菫義をり。其壺筧筌ら雲壼に猶れり｡』
ここで新興の対象として神と崇められたのは、虫であり、 それはタチバナやサ

ンショウに発生する、 4寸ぐらいで太さは親指ほど云々とあるが、 その分析は後

にするとして、 ともあれ、 この騒動は、 それまでの地域。土俗信仰にもとづく血

縁・地縁の枠を越え、共同体というより個人の幸福を追求する新しいものであっ

た。丞麦たちもこの信仰を助け.旧来のものを否定する行動をとったので、 また
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たく孝に拡がったわけである熱碑はい‘ねゆ評減痴裡J『稜風Q悲少」とい
われる新興宗教独特の特徴軍議員の｢篇世の神』事性淳そ､:旦杢の宗鍵謨動の最
初の記録というべきも薦のであった尋《 、 ；≦ ” ， ” ．■ ｛ ;:′

人びとが争ってこの信仰に入り､家の財宝をすべて捨起考拳鐸殺人茸るのを
みると、つい最近世間を騒がせた宗教団体が､家財の寄付を入信の条緋捧Lたこ

． ’ ・ か 、‘ ‘ ：寸 ． ’, ．． ． ． . ‐ ．↑

とと、個人の目的のためには家族まで捨てるとい動:極端な方法に慰劉以皐を見出

すことができるのである。 〃 ．::I に 一『4 ‘‘ ‘ ？ ．

そしてまた、 =この頃日本に入っ扉きた道教の思想鯵、 《その手織}こ､:不老不死を． ：‘ ・

目的とした心身鍛錬や医術医療をもち、 それが「常世の国」の考え方を生むこと

になった。垂仁天皇の時代に､,'邪童長寿の果実（タチバナといわ難ている）を求
食どまもり － ~． ・

めて鈴常世国に出かけた田道間守璽話嶺,広く鍵鈍仙が住む桃瀕綴と､啄嚥:お伽
話の中にある龍宮城伝説なども:､ ■この思想が民象の中に壜透した結暴琴禦である。

■さて､ この｢常世の虫』画壹鰹鰻隷増や聡泌跡進“都堤いてく
るが､ これを退治した”秦造河艤輔?拳｡記録によ鯉違主謀者を象雲た運
動は急速に収まったとある鍵？ "そうだとすれば｡ "祭鰹炉照ら“窪;津』噂どうな

ってしまっただろうか。後述するよ”二等g虫が鯵趨騨>も段とす魏蜂■幼虫か

ら蝿になった後｡ その多“参郷こして成虫になつゞた"星と痩あろう脚その成虫の形
態や生態がどんなだったかが大変興味あるところである頁熟虫②錨写は記録にあ

るようにかなりくわしいが､その表現にはま;だ謎の部分も多食*’識嘩謹睦かける

ので､ひょっとして成虫が羽化する象蚕星の信仰が艇､室峨證嘩記録錘残,ったな

らば、 より一層面白い結果となつだこ曇婆亭■動にと＃ し､婁暮か残念際思うのであ
る。 ． ＃｡_ ： ， ‘ ＃” ､ ,、

図「犠悩の虫」事件の諸解釈~/〃 ≦;ゞ、 '､ ‘ 、 、､ ､ ;公＆÷ ， ?、

「常世の虫｣事件は、最初に述べ濯膨ﾗ瀧､《蘇我氏め専横とそれを抑えようと

する大和王家という、不安定な政治を背景にしたものであったざこの輿瞳ある各

派閥の勢力争いは当時の百済・新羅とめ関犠捧かぢんで； そ溝ぞ誠の帰化人と

本国､仏教と道教の普及闘争という妻秦もあうてく大変犠雑な毛あに瀞うそいく

のである。 … " － =847i '↓（， ＃1, , ; ; ′ ､ ≦

いくつかの解釈を狭に記してみよう6 ゞ :ゞ ： 』〆 入〆、“

‐ （7）秦氏は養蚕技術の大莞濡であ耽瞥時の絹識物全駿勿占有権醤もるていた・

部下の大生部多は． この独占体制に挑み.養蚕．絹織技術遥奪満筵tたが

■河勝にⅢ韮：ら』て妨げら肛尚: ：職澪,淫; ; ' ” :､蝉■ ， ;と'､"*' 1:,W: i■．
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、 この説を〆SF風に書いた読み物に､*豊田有恒曹｢常世の虫」 （「持統四年

の諜者一小説古代王朝｣所収、i975年、河出書房新社）という短篇がある。

概略を記すと、百済系の蘇我氏は大和王家をしのぐ勢いをもっていたが． 自

前の軍隊や領民がないため：何らかの外部勢力の助けを借りて大和王家の自

然崩壊をたくらむ・一方秦氏のもとに奉公にきていた駿河の大生部多は、養

蚕技術を盗もうとして蚕種となる卵をもち出すが、それはすべて針で突いて

あって孵化しない。多は失望し、繭を作る虫を探し出して努力するが失敗し、

その間に妄想にとりつかれる｡それは､緑色の幼虫を神と敬う信仰にまで至
る~・

この信仰がひろがっていくのを見た蘇表芙崖ぱ農民~撲にも似たこの動
きと結託迄で､"大和王家を脅かす大運動を起=そうとたく:らみ､ひそかに手
をまわすが､その時王家を救ったのは､新羅系渡来人の素河勝であった;－

(ｲ)大生部多ば妻氏の統率下にある氏族の長でル､ち早く地方で新興宗教の教
祖として顧角をあらわしたが､=その勢力拡大があまりにも早く大きいので、

いわば本家でもある秦氏が、 その行き過ぎを警戒して打ちこらした｡＝

ただし;当時の遣教信御には秦氏も加わっていたといわれるが定かでなく、

〆また大生部氏が妻氏の配下であったという確識何もないので､単なる推測
’にとどま壱説である。 ≧

(ｳ）民間信御として、着々と普及しつづある道教は、中央の仏教に対して、地

方で勢力を伸ばしてきたも､仏教の擁護者秦氏は、異質な遣教を抑圧する方針

で、地方から台頭してきた大生部多率いる道教を打ち破った｡

仏教と道教の争いがいかに嬢勲なものであったかについて、 ここにひとつ

の興味ある仮説がある。それは、東京電機大学教擾､斎藤正二氏の繼論で、

この争いの結黒藤:なぜ万蒙集に蝶の歌がな型いかという疑問に対する答えを導

き出しているのである。いささか唐突にこの疑問が出てきたが蔽かつて私は
「蝶の民俗学」 (1978年､,築鍵書館）において､ﾐ蝶採集者の立場で､ル､わば

生態学？民俗学鯛蝋面から、万葉集と蝶につし､て論じた｡その論点を一言で

いえば、蝶を人間の霊魂とし死を不吉なものと見なした古代人は、あえて蝶

の歌を詠まなかったというものであったがホこの斎藤隷授の説が妥当なもの

とすれば2℃;私の考塞方I亭も,太きな修正を加えなければ職らないほ；どの､重要

な推測琴のである野:&§ ＝ 、 , 1J
なが守のおお書矛

それは、 「常世の虫」事件のあとも根強く続いていた道教思想が繊長屋王
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と〆い熱擁護者塞揚蘓鱸鰭繼り戻し、 またも仏教に対抗するものとして浮か

準患参篭き篭鐘陰挺謹圖選鍵ものである。荘子の「胡蝶の夢」は、万葉時代
蛎霞潰典宮斜鍵書瞳篭職翁蕊き「芸文類聚」に記載され．当時の道教思想の

ルーツ龍も癒葡龍書義恋懲長屋王をはじめ多くの道教信者が蝶をシンボル
‘､鍵． … ."; : .J::; ､ ｡'" l

壜I鑿で織謬;た潅彊Ⅲ謬擢蝋篭噌推論する。そして西暦729年に反逆罪に間われ

窓藤猿慶によ麺て曇屋肇錘処刑されると、道教は抑圧書弘:Ⅲそ’シンボル

で講義鍵樵職"蕊曝,叢鋪霧から消されてしま職. 》轆歌の選者"鋤ろも
意鋤“鯵鋤･巻愚鐙繩かつた. 塗‘,”雫お溌必
最近､平城京の一角に長屋王の邸宅跡が発見され、木簡をはじめ、当時の

生活状況を明らかにする数々の貴重な資料が出土しているが、 まだ道教との

具体的なかかわりあいや、蝶のことを記したも似は見つかっていない.斎藤
幸 ; ； ； ／＝ ： ボ ゴ‘! : に;好卜 '房 §;￥､ ： ､ ；： ， ‘＊ ‘ ｡

教授の推論を裏づけるような、何らかの記録が発見きれたならば、 どの問題
． ， ， ・ ~澤'紅 。： ′ 上・ ぅf(F il ． ; ，f ~'I y -: _ , ? ;; '-, 、T “

に新たな光が当るかもしれない。

側虫の正体は何か ､ ≦

さて､『常世の虫」はいうたい何の蹴虫であつ‘だか｡私は前述の文⑳中櫓よ.:あ

えてアゲハチョウ科という定説を前面に出さなかった。日本書紀の描写醤;みると、

その寸法の表現にや、誇張はあると職職え､催とん響の人戯耀翻はア俵ハ壬嘗ウ

科の幼虫である。 しかし、 ごごにあえで異慈;と態えだ人Iがいる｡畠，そ秘磯P魅学園

女子短大助教授の小西鵡己さんで"結論か|らいえば.､i噸西さん催昌鰄慈ジン翼ユ

・ :詞一 “ 、 ‐.、サンの幼虫では愈僻かと:しているのであるGr；乳ゞ 、 ‘ －

日本書紀の表現「橋の樹に生患､ ､或いは量椒に生る〃か職､r■:ミ､力泌撚の植物を

食べ緑色の体色をもつものを､ ‘アケハチョウ科鋤幼虫達見る従来の誰に匂いで､ 【

小西きんは、 その分布・食樹食草・幼虫腹部紋様》の特徴撚職罰梢去法隠鵜ってひ

とまずクロアゲハ説を妥当だと認める。タロア礎ハは古代人にとうで霊魂であり、

篝蒙の国すなわち常世をあらわすイメ蔬謬をiもつiたもの邇あった.≦従義て､::常世

の虫信仰と結びつくのはきわめて自然葱あろうという揃騰である｡-……､ 、 ｛ ［′

■しかし、次の一点で小西さんの疑いのボルデ写ジは一気に高まるざ周本書鶴の

中の「其色緑にして有黒鮎なり』，読み方をくる塞澄亀としたごとに問題拶あり、

もしクロアゲハだとした,ら;ず黒点で軽く黒い薬また職黒いｼ認で錘ぐで織穰ら報、

そのままストレートに読んだ「黒い点」にもっと注目すべきである、 というので

ある。

一
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クロアゲハ終令幼虫の

黒い条まだは黒いシマ

9

琴一門 蚤
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r竜毎 F

シンジュサン（ヤママユガ科）の終令幼虫

色は薄い緑色で黒点あり

お回よびばかり

さらに、 「其の大きさ頭指許」というのも． 白髪三千丈的解釈から離れてその

まま素直に読むと、太い腹部をもつ終令時の蛾の幼虫に該当するものがあるので

はないかということに気がついた。 ここで候補に上ったシンジュサンの食樹は、

シンジュ、ニガキ． キハダなど多くの葉であるが、図鑑にはミカンやサンショウ

の記載はない。 しかし、小西さんは、実際にカラスザンショウで幼虫が多数育っ

ているのを見る。

あとは詳しくは省略するが、古代神と蝶蛾の記録や道教に潜む神仙思想食樹

の分布・分類など、多方面からの分析が続く。 そして、 きわめつきは書紀にある

「新しき富入来れり」の新しき富に注目し、従来の絹織物の元であるカイコと違

う「新しい」富が、繭を作って人間に富をもたらす、 という解釈に行きついたの

である。繭を作る野蚕の中で、 シンジュサンの絹糸利用実績はほとんどないと思

われたが、調べてみると意外や過去いくつかの利用例があり、 これをもって小西

さんの推測は一層精度を増したのである。

小西さんの推論は、 「古代の虫まつり」 ( 1991年、学生社）で読んでいただき

たいが、私はこの本を読んで、従来の定説にこだわらない、 自由な発想による研
うろこ

究分析がいかに重要で興味深く、 目から鱗が落ちる思いであった。 まだまだ完全

な説得力あるものではないかもしれないが、 このように新しい見方で、新しい仮

説を述べることが、大変貴重なことであると思う． そしてこの新説に対して、従

来の解釈をする学者たちの反論があって、初めて学問の進歩があるのであろう。
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2 秦河勝の人物像と播州赤穂での晩年

(1)秦河麓の業纏

「常世の虫」事件を鎮圧した秦河勝とはどんな人であったか、 また晩年に播州

赤穂にその名が残っている事跡があるのはどうしてであろうか。
やきしろの<に

まずは、秦氏の出自をみると、五世紀頃に新羅から渡来した氏族で、山背国を

本拠とし、大和王家の支配の下

に養蚕・絹織技術をもつ集団で

あったらしい。そして、秦河勝

について日本書紀では、 603年に
はちおかでろ うずまさ

蜂岡寺（広隆寺または太秦寺の

こと）を建立した人物として名

前が出ており、 また聖徳太子関
ものの＜のもりや

連の資料にも、物部守屋討伐軍

を率いたことが記されていて、

仏教を崇拝した聖徳太子の寵臣

であったことがわかる。

しかし、聖徳太子が没した西

暦622年以降、河勝の名は全く出

てこずに、いきなり22年後の644

年「常世の虫」事件で再び歴史

に登場するのである。 この間の

河勝の消息はどうであったろう

か。ひとつの推測として、聖徳

太子の死後、蘇我氏の勢力が大

きくなるにつれて、秦河勝はう

とまれて中央から地方へ下りた

のではなかろうか。聖徳太子の
やましろのおおえのみこ

子である山背大兄皇子の自殺は、
いるか

蘇我入鹿の策謀によるもので、

太子の側近・寵臣は次々とその

周囲から追われていったにちが

いない。 そして645年の大化の改

認…覇
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伝秦河勝像（広隆寺蔵）
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新である。これによって、蘇我氏は一挙に滅亡するが、 その前年の予兆ともいう

べき「常世の神」事件に、太子ゆかりの秦河勝を登場きせ、蘇我残剰劉茄象徴蓬

して記録の傘に復活き経たのでほなかろう沈官本書霜あ霧著たどってf』犬化の

改新は大和王家確立のための歴史的ピ畠クと:もいうべき事象であり､ ごれをrE史

とし正当化6事業化する潅迩に､筋らゆろ手段をとつだど考えても不思議ではあ
るまい。 i

「常世の神」事件時点での秦河勝は、すでに70才を越えてい:だ塞稚達され; ま

た中央から引退し奮墾嘘畠“・茜霄薑寶雰とい毒居荏地が都から離れた当地方
， ､ ; :: ：ﾉ ＃‘篇: ‘ ：: 、 :…喝-､=‘! ;‘

であったことか遥職誘霧瀞鐙総る。中央から派遣された軍隊の長では鞍く、＝地
冬 冒詞: ? 弓･ … 常' 1. '1 ､ : ､ :

方の私兵を率L艇墨翻識巖篭巻秦河勝の、最後の焔ともいうべきものが、 「常世
一 リ・ 】‐ ・ ･ , ．. ． ，-: ; 薑 ・ ‘ ￥

の神」鎮圧事件審灘謬懲礒繊あと．彼の名前は政治の世界からは全く消えてし
己 :.． . P .■4-.. F 舐｡ ． 』 ･

まうのである。 ” 』 ．：

■･ 蔦: 壽i： (､頁：‘､]■ ■． ， 『 ".j: : T; $ I､f ! ; .

側播州赤穂の翻瀞ご[’;;訂; ､ , ~
: ､ 貝： ､ 1 f， ~･ ‐

「常世の総』事繩職鯵がどうなったか､ ，その消息はわからないが､:■こ

こに突然赤赫坂謹童鰄季篝喜しと呼ぶ)にある大窪神社I=その名が登場する。
三 一 一 : r : : □

1862年吉田兼謹謬鋤鴎耀|噛州赤穂郡坂越浦太避太明神縁起｣がそれである

が.能楽の祖で裁雲鐘臓埖伝書｣に毛．同様の記載がある。 ■
「かの河騰識鯛璽繊鐘・婦明･崇峻･推古｡上宮太子に仕え奉り、此芸をば

子孫に伝えK■職:露麹鐵鱈職沙、て､摂津国難の浦より、 うつぼ舟に乗りて
風に鋤恐審鱗錨鈍錘鱸鵜の浦に着く｡浦人舟を上げて見れば.か
たち懸雛斡靭均職鰭篝蕊鰄識をなす｡すなわち柳と票めて、国豊
かなり？■，Ⅷ鶴鍵叢墨“馨書書篭､議鏡大明神と名付く。今の代に霊験あらた－
なり．』“鯉雛譲騨蕊鴎恩熱儀藩リ

i ・ ．

いった蝿磯難議鋼鯉臘遷識錘閣艤があって､ ここに「花伝書』が出てく

るの職■曇認職責嬢癖蕾あ義講鋤創始者が秦河勝であり､時期は聖徳太子
(上宮潅識篭縫錘蕾鮮繼艤産蓉鰄ているからなのである。すなわち、推古天皇

； ．‐ “！ ’

の時備鼠■璽繊蒸黍錐議鍾職腫鐙鯵遥室天下安全､諸人快楽のために、六十六番

の芸龍識罐鍾鎮撫塞鱸源鋤である｡その後平安時代からI室寺院の窪
釜の奉逵■蕊著に演じき縦薔雲の琴iこなり寺院や仏の徳をたたえ､■天地長
久．千秋万歳を祝うもめになっていった。

断匡ん
． ． ； 二・ ‘ ， ．

さて、 「花伝書」にいう「化人跡を留めぬによりて」とはどういうことかとし、
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うと、秦河勝を神の化身のような久産定讃雌遥もが基礎にあるの令瀦吾欽明
天皇の時代に大和箔獅Iの洪水があって．河上から流れてきた壷に入っても､た赤

子があり、同じ時;=帝の夢た出そき提秦め瀦篁帝あ壁ま寵筏捌職､う蓬とたな
って.宮中で養育罰たのが河勝なのであ議職ほ染変艤矛制5矛毒夫琶にな
つたという。秦始皇帝の『素jをとって畦と■じた河勝ぱ‘唐歯あ恥i繩入間錘

～~没 ご ・ ゞ幾% ､ ､‘言‘ ‘_淺〆 』 ; ;､､,: ::r ｣f ﾐ 、噂 ：…ヌ
れした天才として敬まわれたようである｡主〆‐

当時の葬送形式ぱまだ土葬が圭体である譜がち： ：｢跡を留泌伽擢めに職
姿を隠さ龍ばならない。河職圭船に乗るそ茜溌浄壬”きしためである言 ; :劇ゴ
ごこで私廷、時代は離れるがr3世記の鋪冒時筏薩飴肇：り蒲行じた熊野の蒲礎落

護溌について見ておかなければならないと患う■&櫛瀧と砿私教壱？”:下南芳
の島ボータラカを指すとされ､極楽浄土を意味したもので、 その地に向づそ那智

やその近辺の海岸から、死を覚悟して船出した渡海者が数参・冬;蝉I鱈と野尋衡中jこ

は臨終間近な僧もおり、 こ虹は実質的な水葬であっ態ﾙと議参ら耀尋錘域熟健二の
おばすて ぺ

行動の中に、山国であれば姥捨伝説りこ似迄ﾑ城らし思想が含曇れて:いるよう唾気
がしてならない。 ‘ ： ． 、 ：幸.‘: 〆､ 『 ､龍､ ，． ‘ ，f、

この補陀落渡海は、古代末期から中世』こおいてjよ蔵 《入水往生と本葬“､‘ぅ形で

存在したというのが定説でポたまたま無鉄砲な者があって‘鼠術方不明に態風た事

例もあったことであろう。秦河勝の頃に、はっきいし転補鴎譲渡海思想はまⅡ準な

かったようであるが、彼が乗った｢うつぼ舟」は屋根稜かぶせてまつぽり閉じた

丸木舟で、熊野からの渡海方法と同一であ‘る。しか●､職土壷あらわす｢西海」
をめざしている。このまま海の彼方へ消えてしま;えば､;河勝はま』た謹った意味で

永遠の神として敬い奉られたであろう｡

ところが運の悪い（良い？）ことに、彼の舟は播磨の国堀越減にtうち上げられ

てしまう。死を覚悟していた河勝は、命を助けられてまことに複雑な気持であっ

たことと思われる。これを察するに､変なたとえであるが露終戦間際に神風特攻

隊で出撃した青年隊員が、エンジン不調で不時着し、死のうにも死にきれない心

境に至ったことに似てはいないだろうか。彼らの精神状態は非常に不安定になり、

異常で過激な行動をとったことは． よく知られていることである。 ，

何勝は． その攪慧を助けてくれた人びとに直接ぶつけたのでは態いか｡! :それが
! ~ 垂ぅ､

「大きに荒るる」という表現になり、村人鯉恐れおののいて、神と墨ったの蚕は

なかろうか。 「諸人に態き票りて』というのは、村人の困惑する蟻子をあ.‘らわし
辱 屯■ ｡. ｡ n 画 』 ’一P 0 0 ･

て｡大変正直な記述である。しかし､櫛とな『つた以上は､可 :その気饗､農偽拳打動
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I

もゞ｢奇瑞をなず,」誉ゴ蒙罫の表現をしなければならなかったというのが篭真相で

あろう。 ： ： ■

そして．秦河勝がのちに千種川流域を開拓して、坂越で生涯を終えたというの
． － ‐ ・壱一 、， .』 ‐ ，／ ； ’

が､ ､諸縁起罷社記Iこよる伝承であるが、その根底には、赤穂地域ｸこ住んだ秦氏の

中央との結びつきを願う思いがこめられていたと思われるのである。 というのは、
やくさのか啄画

天武天皇が新しい社会身分秩序として定めた「八色姓」には､大化の改新以前の

｢麓が無く卿､ ■罐」 （その後鶴もあり)姓に鑑合されたが“これらの賜
姓は中央のみであり、赤穂地域の秦氏は相変らずで中央の変化にとり残されてし

壁っ'た,。かっての中央との関係を復活しようとした赤穂の秦氏が、大化の改新以
まつ

前に中央政異走活躍した河勝の霊を祀って、夢よもう一度と考えたのは当然のこ
とであろう。 § : , 『

側現在に残る秦河勝礼謝

大避神社畦秦氏の粗先神を祀る氏神(氏族の神）であったが､』やがて地域の守

護神へと変っていき今白ではその地域に住むすべての人びと（氏子）の守り神

となった。祭礼は毎年10月の第2日曜日に行われ、 その時に豪華な海上渡御行事

があるという鮒がR これは豊漁を願うとともに、 その発生源に秦河勝の補陀落渡海

伝説があるにちがいないと思う｡また、祭礼には申楽や能・狂言が演じられるが、

これは前述し龍申楽の創始者河勝をたたえる行事に他ならない。祭礼に申楽奉納

があるのは全国的にも珍し§〈、これが秦河勝のおかげとあれば､』蔬趣浦地域の氏

子たちは、 ‘はるか昔の河勝漂着に感謝すべきなのかもしれない｡
‐ いましま，

現在■河勝が流れついたとされる生島は、 その名の由来がまさに生きそ着いた

ということにより名付けられ、付近の住民からは聖なる島として保護されている。

そごに自生する樹林は､国指定の天然記念物で．国立公園特別保護区にもなって

いる。 ， ↑

今回姫路昆虫同好会が＄淡路島および家島諸島などの昆虫類の関連を把握す

るため､ この聖域にあえて立ち入って調査したことは、大変意義深いことである

し、それを心よく許可して下さった、大避神社宮司さんの勇断にも敬意を表する
E

ものである。 ‐

すでに見つかったものとして､蝶類ではナミアゲハ､ エアオゞスジアゲハ、;ヒメジ

ャノメ､ イチモシジセセリとあづて種類は少ないが、季節を変えればもうと増え

ることである雪:3 ㎡ﾙ"…

素河勝が漂着した時に､もしこれらの蝶．特にアゲハチョウ科の幼虫(これは

－52－



－ － ﾑ ミ ー － ､ ， 竃_了 ・史餓饗二’獄． ：: ｡ ｛, 、 、 、・ 、: ， 、 ．、 … ” 、

定説.‘西氏によればシンジュサン幼熱愛膜厚魏恥室、 それを見たとし
たら、河勝はかつて大生部多鎮圧の時に、すっかり退治したはずの「常世の虫」

が､ :こんなどごろﾙごまだ婚巻;ている鱒を知郡てへ華太{い＃ご鰭L澱鱗裁;蝿誕なし謎濫と

いうより、 自分が根絶したと思った虫が、それをi恨みに懸窃で鐙い鞭聯て巻鵜』と

でも考えて、一瞬混乱に陥ったことであろう。これは全くの想像であるが、彼が

｢大いに荒る参｣状霊に錘ったあほ‘"そめ:だあであづだだぎぎが､､‘と考える‘命は、
現在神産辮乙そC､ろ秦河涛職しそざ筋は厳ﾎLな注嘩萎誇錨”。
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